
ト

東
京
電
力
株
式
会

社
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
原
子
炉
施
設

の
う
ち
、
一
号
炉
、

二
号
炉
、
三
号
炉
及

び
四
号
炉
に
係
る
原

子
炉
の
運
転
等
の
た

め
の
施
設
（
使
用
済

燃
料
貯
蔵
槽
内
に
照

射
済
燃
料
集
合
体
が

存
在
し
な
い
場
合
を

除
く
。）

チ

使
用
済
燃
料
貯
蔵

槽
内
に
の
み
照
射
済

燃
料
集
合
体
が
存
在

す
る
原
子
炉
に
係
る

原
子
炉
の
運
転
等
の

た
め
の
施
設
（
ホ
か

ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る

も
の
及
び
照
射
済
燃

料
集
合
体
が
十
分
な

期
間
に
わ
た
り
冷
却

さ
れ
た
も
の
と
し
て

原
子
力
規
制
委
員
会

が
定
め
た
も
の
を
除

く
。）

﹇
略
﹈

ト

使
用
済
燃
料
貯
蔵

槽
内
に
の
み
照
射
済

燃
料
集
合
体
が
存
在

す
る
原
子
炉
に
係
る

原
子
炉
の
運
転
等
の

た
め
の
施
設
（
ホ
及

び
ヘ
に
掲
げ
る
も
の

並
び
に
照
射
済
燃
料

集
合
体
が
十
分
な
期

間
に
わ
た
り
冷
却
さ

れ
た
も
の
と
し
て
原

子
力
規
制
委
員
会
が

定
め
た
も
の
を
除

く
。）

﹇
同
上
﹈

リ

再
処
理
施
設

再
処
理
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二

十
五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
十
七
号
）
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る

機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
、
溶
液
の
沸
騰
が
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り

揮
発
し
た
放
射
性
物
質
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

﹇
加
え
る
。﹈

﹇
加
え
る
。﹈

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
水
位
が
照
射
済
燃
料
集
合
体
の
頂
部
の
水
位
ま
で

低
下
す
る
こ
と
。

﹇
加
え
る
。﹈

セ
ル
か
ら
建
屋
内
へ
放
射
性
物
質
の
大
量
の
漏
え
い
が
あ
る
こ
と
。

﹇
加
え
る
。﹈

そ
の
他
再
処
理
施
設
以
外
に
起
因
す
る
事
象
が
再
処
理
施
設
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
等
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
が
異
常
な
水
準
で
原
子
力
事
業
所
外

へ
放
出
さ
れ
、
又
は
放
出
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
原
子
力
事
業
所
周
辺
の

住
民
の
屋
内
退
避
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
事
象
が
発
生
す
る
こ
と
。

﹇
加
え
る
。﹈

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報 
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